
　
改
革
改
善
に
努
め
た
１
期
目

　

就
任
当
時
の
平
成
22
年
。
こ
の
頃
は
夕
張

市
が
財
政
破
綻
し
て
い
た
時
期
で
あ
り
、「
宇

陀
市
も
夕
張
市
に
次
ぐ
の
で
は
な
い
か
」、
そ

れ
ほ
ど
財
政
状
況
は
逼
迫
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
ま
ず
、
行
財
政
改
革
を
進
め
る
こ

と
で
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
基
盤

づ
く
り
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

財
政
を
圧
迫
す
る
主
な
要
因
は
、
人
件
費
、

ま
た
合
併
に
伴
う
施
設
の
管
理
経
費
の
増
大

で
し
た
。
そ
こ
で
、
自
ら
の
給
与
を
30
％
カ
ッ

行
政
運
営
と
持
続
可
能
な
財
政
構
造

の
確
立
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。

　

行
財
政
改
革
の
面
で
は
、
特
に
合

併
時
か
ら
懸
案
事
項
で
あ
る
２
つ
の

問
題
解
決
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

１
つ
は
宇
陀
川
流
域
下
水
道
の
移

管
に
つ
い
て
。
本
来
は
合
併
後
、
県

施
設
で
あ
っ
た
同
下
水
道
の
所
管
は

市
に
移
り
、
以
後
管
理
は
市
で
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
国
や
県
へ
の
要
望

活
動
が
功
を
奏
し
、
引
き
続
き
県
に

よ
り
運
営
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
市

と
し
て
は
概
ね
年
３
億
５
千
万
円
の

負
担
軽
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
つ
目
は
合
併
市
町
村
に
対
す
る

地
方
交
付
税
の
優
遇
措
置
の
存
続
に

つ
い
て
。
本
件
も
政
府
に
対
し
、
奈

良
県
と
合
併
市
、
関
係
各
位
と
の
度

重
な
る
要
望
活
動
の
結
果
、
合
併
後

の
地
域
の
実
情
に
沿
っ
た
新
た
な
交

付
税
制
度
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
問
題
解
決
に

よ
り
、
将
来
に
向
け
て
の
市
の
財
政

確
保
が
で
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
績
に
つ

い
て
は
、
ま
ず
市
が
掲
げ
て
い
ま
す

ウ
ェ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ
構
想
が
、
一
定

市
民
の
間
に
定
着
し
て
い
る
こ
と
を

大
変
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

構
想
の
目
標
は
ト
ー
タ
ル
で
の
福
祉

の
向
上
「
生
涯
健
康
、
生
涯
楽
し
く

働
く
、
生
涯
現
役
」
を
実
現
で
き
る

　任期満了を迎えて
　２期８年間　市政運営の総括

―前宇陀市長　竹内幹郎―

ト
す
る
こ
と
を
は
じ
め
、
職
員
の
給

与
や
手
当
の
削
減
、
新
し
い
勧
奨
退

職
制
度
の
創
設
な
ど
に
よ
り
人
件
費

の
削
減
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。ま
た
、

給
食
セ
ン
タ
ー
の
統
合
な
ど
、
施
設

の
統
廃
合
を
は
じ
め
行
政
組
織
の
見

直
し
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
平
成
22
年
当
時
の
人

件
費
と
比
べ
る
と
同
28
年
度
決
算

ベ
ー
ス
で
約
10
億
円
の
削
減
、
経
常

収
支
比
率
は
、
合
併
当
時
１
０
７
％

で
あ
っ
た
も
の
が
、
平
成
28
年
度
決

算
ベ
ー
ス
で
は
97
％
を
示
し
、
奈
良

県
下
の
平
均
ぐ
ら
い
ま
で
財
政
状
況

が
改
善
さ
れ
、
将
来
に
向
か
っ
て
投

資
で
き
る
土
壌
が
整
い
ま
し
た
。

「
新
宇
陀
市
モ
デ
ル
」
を
目
指
し

た
２
期
目　
５
つ
の
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ

ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
た
２
期
目

　

平
成
26
年
か
ら
の
２
期
目
で
は
前

期
４
年
間
の
成
果
と
反
省
を
踏
ま

え
、
社
会
環
境
・
自
然
環
境
・
市
の

将
来
像
を
見
据
え
、「
５
つ
の
Ｎ
Ｅ

Ｘ
Ｔ
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
掲
げ
ま
し
た
。

そ
れ
は
、『
産
業
振
興
・
地
域
振
興
』

『
ウ
ェ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ
構
想
』『
定
住
・

雇
用
促
進
』『
市
民
と
の
協
働
』『
教

育
・
福
祉
の
充
実
』。

　

こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
、
引
き

続
き
行
財
政
改
革
に
積
極
的
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
時
代
に
即
応
し
た

90

95

100

105

110

H18　　　 H24　　　  H25               H26               H27               H28

107.0

97.696.5
94.2

97.1
95.1

97.9

93.593.7 93.3
96.0 97.4

宇陀市
県平均

（％） 経常収支比率の推移

H18　　　 H24　　　  H25               H26               H27               H28
388 365

562

518
479

433

4948

職員数
人件費

（百万円）

350

400

500

600

3000

4000

5000

3613
3892

44764335

3476

（人）普通会計人件費・職員数の推移
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　この度、４月 26 日の任期満了をもって、私は市
長の職を辞することになりました。これまで「宇
陀市の今を良くする、将来も良くする」との思い
で、全力で走ってきました。これも多くの方々に
支えられてきたおかげです。市民はじめ議員や職
員、各関係者の皆さまに感謝申し上げます。



特
　
　
集

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

う
だ
ぢ
か
ら

ま
ち
の
わ
だ
い

み
ん
な
で
子
育
て

病
院
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス

お
知
ら
せ

掲
示
板

う
だ
チ
ャ
ン

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

「
健
康
寿
命
の
延
伸
」
で
す
。
た
だ

長
生
き
で
は
な
く
、
皆
さ
ま
に
最
後

ま
で
健
康
で
元
気
で
い
て
い
た
だ
く

こ
と
が
目
標
で
す
。
併
せ
て
、
在
宅

介
護
の
負
担
軽
減
と
な
る
「
地
域
包

括
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
」
の
構

築
や
各
種
施
策
の
充
実
も
不
可
欠
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
、

市
内
全
域
で
設
置
さ
れ
、
地
域
づ
く

り
を
推
進
す
る
土
台
が
整
い
ま
し

た
。
こ
れ
は
地
域
活
性
化
の
ベ
ー
ス

と
し
て
非
常
に
有
益
で
あ
り
、今
後
、

強
い
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

　

教
育
の
面
で
は
、
小
中
学
校
の
耐

震
化
の
実
施
、
ま
た
総
合
的
な
実
践

教
育
を
行
う
こ
と
で
、
将
来
、
子
ど

も
た
ち
が
宇
陀
市
、
日
本
、
そ
し
て

世
界
で
活
躍
で
き
る
よ
う
な
人
間
形

成
を
目
指
し
、
そ
れ
ら
の
環
境
整
備

に
向
け
、
努
力
し
て
き
ま
し
た
。

　

安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
は
、
市
の
防
災
行
政
無
線
シ
ス

テ
ム
が
昨
年
本
格
稼
働
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
最
新
の
Ｉ
Ｔ
技
術
を
活
用

し
、
災
害
時
に
も
、
被
害
の
軽
減
、

人
命
の
確
保
に
大
き
な
役
割
を
果
た

す
も
の
で
す
。
ま
た
毎
年
、
大
震
災

等
を
想
定
し
、
行
政
機
関
、
防
災
機

関
、
そ
し
て
市
民
が
連
携
し
た
防
災

訓
練
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

産
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
産
業
振

興
会
議
の
答
申
な
ど
に
よ
り
農
業
の

6
次
産
業
化
を
目
指
し
て
誘
致
し
た

企
業
が
、
旧
伊
那
佐
文
化
セ
ン
タ
ー

で
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
が
、
約
半

年
で
倒
産
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
際
に
は
、
企
業
誘
致

特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
調
査
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ま
に
は
大
変

ご
心
配
を
お
か
け
し
た
こ
と
を
改
め

て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
現
在
、
旧
伊
耶
佐

文
化
セ
ン
タ
ー
に
は
ロ
ー
ト
製
薬
㈱

が
参
入
さ
れ
、
同
セ
ン
タ
ー
を
活
動

拠
点
と
し
、
新
た
な
事
業
を
展
開
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で

も
、
ネ
ク
ス
ト
コ
モ
ン
ズ
ラ
ボ
（
N
Ｃ

Ｌ
）
奥
大
和
で
は
、
地
域
で
の
新
た

な
事
業
創
出
を
目
指
し
、
様
々
な
活

動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
取
り

組
み
は
、
平
成
28
年
12
月
に
宇
陀
市
、

奈
良
県
、
ロ
ー
ト
製
薬
㈱
と
の
間
で

締
結
し
た
「
仕
事
づ
く
り
連
携
協

定
」
に
基
づ
く
も
の
で
、
現
在
４
名

の
方
が
「
宇
陀
市
仕
事
づ
く
り
推
進

隊
」
と
し
て
地
域
と
連
携
し
な
が
ら

市
内
で
の
起
業
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
「
食
」
や
「
農
」
分
野
の
パ
イ
オ

ニ
ア
と
な
る
事
業
者
が
宇
陀
の
地
に

育
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
現
在
、
精
力
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
宿
泊
事
業
者
誘
致
事
業

は
、「
遊
休
地
の
解
消
」
と
「
美
榛

苑
の
老
朽
化
」「
産
業
振
興
」
と
い

う
３
つ
の
課
題
解
決
と
と
も
に
、
雇

用
の
創
出
な
ど
産
業
振
興
を
通
じ

て
、
地
域
へ
の
経
済
波
及
効
果
を
目

指
す
も
の
で
す
。
民
間
企
業
の
資
金

や
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
と
宇
陀
市
と
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
観
光
産

業
、
交
流
や
防
災
機
能
を
有
す
る
複

合
拠
点
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
地
域

経
済
循
環
の
起
爆
剤
と
な
り
、
地
域

全
体
の
活
性
化
と
安
心
に
繋
が
れ
ば

と
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
な
る
飛
躍
を
願
っ
て

　

わ
が
ま
ち
宇
陀
市
が
、
合
併
後
の

10
年
を
一
区
切
り
と
し
て
、
更
な
る

発
展
を
目
指
す
た
め
に
は
、
次
の
10

年
が
極
め
て
重
要
と
な
り
ま
す
。
最

後
に
宇
陀
市
に
対
す
る
私
の
思
い
を

少
し
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。　

　

少
子
高
齢
・
人
口
減
少
へ
の
対
応
、

産
業
振
興
、
定
住
・
雇
用
の
促
進
、

教
育
・
福
祉
の
充
実
、
行
財
政
改
革

の
一
層
の
推
進
な
ど
課
題
は
山
積
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
課
題
解
決
の

た
め
、
こ
れ
ま
で
『
宇
陀
市
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
』
を

策
定
し
、
様
々
な
事
業
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
現
在
、「
ま
ち
づ
く
り
基
本

計
画
」
の
策
定
に
向
け
て
、
榛
原
駅

前
を
は
じ
め
大
宇
陀
・
菟
田
野
・
室

生
の
中
心
部
の
「
地
域
拠
点
」
の
検

討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
こ
の
取
り
組
み
で
は
地
域
資
源

を
最
大
限
活
用
し
な
が
ら
、
地
域
の

活
性
化
や
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
拠
点
整
備
に
加
え
て

「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
単
位
で
の

集
落
拠
点
と
し
て
、「
避
難
所
」「
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」「
ウ
ェ
ル
ネ
ス
」

な
ど
の
施
設
を
複
合
的
に
整
備
す
る

こ
と
も
必
要
で
は
な
い
か
、
そ
の
こ

と
が
「
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ

る
ま
ち
づ
く
り
」
に
繋
が
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
新

体
制
で
も
検
討
を
お
願
い
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
任
期
中
の
道
の
り
を

振
り
返
り
ま
す
と
、
１
期
目
で
作
り

上
げ
た
土
壌
に
、
２
期
目
で
は
宇
陀

市
の
将
来
へ
の
種
を
播
き
育
て
、
地

域
振
興
・
産
業
振
興
な
ど
の
各
分
野

に
芽
吹
か
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。今
後
、

そ
の
芽
を
市
民
の
皆
さ
ま
、
議
員
各

位
、
職
員
の
方
々
に
し
っ
か
り
と
育

て
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
大
き
な
実

り
・
収
穫
に
繋
が
る
も
の
、
そ
し
て

ト
ー
タ
ル
の
福
祉
の
向
上
に
繋
が
る

も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
改
め
て
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
宇
陀

市
が
さ
ら
に
飛
躍
し
て
い
く
こ
と
を

願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
ご

支
援
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

▲平成 28 年 12 月　奈良県・宇陀市・ロート製薬で
締結した「大和高原の魅力ある仕事づくり連携協定」

▲各地域で行われているいきいき百歳体操

▲各まち協で積極的に行われている防災訓練
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今
年
度
の
当
初
予
算
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

          
一
般
会
計
予
算
は
、
歳
入
・
歳
出
と
も
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
7
３
億
６
０
０
０
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
問 

財
政
課
（
☎
82
・
１
３
０
５
／
IP
☎
88
・
９
０
７
１
）

歳入の部 歳出の部

災害復旧費･予備費（0.7％）

議会費（0.9％）

総務費
（11.9％）

民生費（29.4％）

衛生費（12.5％）

農林水産業費（3.1％）

土木費（8.2％）

消防費（6.9％）
教育費
（9.0％）

公債費
（14.9％）

市税
（15.3％）

地方交付税
（45.4％）

国庫支出金
県支出金
（16.9％）

繰入金（4.4％）
使用料及び手数料（1.7％）

分担金及び負担金（0.9％）
その他自主財源（0.7％）

諸収入（1.1％）

その他依存財源（1.2％）

地方譲与税（0.9％）

地方消費税交付金（2.8％）
市債（8.1％）

依存財源
（75.3％）

自主財源
（24.7％）

商工費（2.5％）

繰越金（0.6％）

予算の概要

　一般会計の予算総額は、骨格予算の
ため、政策予算を計上した前年度予算
と比較して 4 億 9,000 万円（2.7％）
の減となっています。
　歳入では、地方交付税が 45.4％を占
め、続いて国・県支出金の 16.9％、市
税の 15.3％、市債の 8.1％となってい
ます。総収入の 75.3％（130 億 7,569
万円）は依存財源が占め、地方交付税
への依存が非常に高い状態が続いてい
ます。一方、自主財源 ( 市税、使用料、
負担金、財産収入等）は、総収入の
24.7％となっています。
　歳出では、民生費が 29.4％と最も多
く、次いで公債費が 14.9％、衛生費が
12.5％、総務費が 11.9％となってい
ます。

　

平
成
30
年
度
の
当
初
予
算

は
、
4
月
に
市
長
選
挙
を
控
え

て
い
た
た
め
、
経
常
経
費
や
継

続
事
業
を
中
心
と
し
た
骨
格
予

算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
こ
の
予
算
に
新
市

長
が
独
自
の
政
策
を
盛
り
込
ん

だ
補
正
予
算
を
議
会
に
提
案
、

審
議
を
経
て
市
政
運
営
を
し
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

骨
格
予
算
と
は

　
地
方
公
共
団
体
の
長
の
選
挙
時

期
等
の
関
係
か
ら
政
策
的
な
判
断

が
難
し
い
な
ど
の
事
由
に
よ
り
、

政
策
に
係
る
経
費
の
予
算
計
上
を

避
け
、
人
件
費
や
経
常
経
費
等
を

中
心
に
計
上
し
た
予
算

性質別に見た一般会計歳出予算額

性質別に見た一般会計歳出予算額

企業会計の予算額

29年度の主な事業人件費（20.2％）

義務的経費
（48.9％）

積立金等（1.4％）

繰出金（8.5％）

経常的経費（82.2％）

投資的経費（7.9％）

補助費等（17.4％）

維持補修費（0.6％） 公債費（14.9％）

扶助費
（13.8％）

物件費（15.3％）

性質別に見た一般会計歳出予算額

性質別に見た一般会計歳出予算額

企業会計の予算額

29年度の主な事業

■義務的経費とは…歳出のうち支出が義務づけられ、あるいは任意に削除
　　　　　　　　　することができない経費のことです。

 
平
成
30
年
度
宇
陀
市
予
算

35 億 1,228 万円

26 億 6,418 万円

84 億 8,800 万円

2 億 3,633 万円

142 億 7,529 万円30 億 2,641 万円 23 億 8,706 万円

25 億 8,866 万円9,670 万円

13 億 6,077 万円

14 億 8,761 万円

今年の
お財布を
見てみよう！

市
長
選
挙
を
控
え
、
経

常
経
費
や
継
続
事
業
を

中
心
と
し
た
骨
格
予
算
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▲平成 27 年 6 月　宇陀市が事務局となり
（一社）日本生涯還暦野球協会を設立
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議会費 1億4,868万円
　議会運営のために使うお金

総務費 20億6,463万円
人事・企画・財政・課税徴収・
住民窓口・選挙・統計事業等に
使うお金

民生費 51億621万円
高齢者・障害者・児童福祉・生
活保護等、福祉事業に使うお金

衛生費 21億6,492万円
保健衛生・病院・ごみ処理・公
害対策等、安全で衛生的な生活
のための事業に使うお金

農林水産業費 5億4,051万円
農林業振興・農林道の整備事業
等に使うお金

商工費 4億2,607万円
商工・観光事業等に使うお金

土木費 14億2,713万円
道路・公園整備・都市計画・住宅
管理等の事業に使うお金

消防費 12億341万円
火災・救急・風水害・地震等に
対する事業に使うお金

教育費 15億6,328万円
幼稚園・小中学校・生涯学習・
スポーツ振興・文化財保護等の
事業に使うお金

公債費 25億8,866万円
　市債（市の借金）を返済するた
めに使うお金

災害復旧費・予備費 1億2,650万円
災害によって生じた被害の復旧
に使うお金など

会　計　名 平成 30 年度予算額 前年度増減額
住宅新築資金等貸付事業特別会計 2,100 万円 △ 730 万円
市営霊苑事業特別会計 3,440 万円 1,750 万円
土地取得事業特別会計 7,400 万円 △ 1 億 1,410 万円
国民健康保険事業特別会計 40 億 2,530 万円 △ 8 億 9,050 万円
介護保険事業特別会計 40 億 8,600 万円 4,800 万円
後期高齢者医療事業特別会計 5 億 470 万円 3,280 万円
下水道事業特別会計 7 億 7,650 万円 △ 1 億 3,100 万円

合　　計 95 億 2,190 万円 △ 10 億 4,460 万円

性質別に見た一般会計歳出予算額

性質別に見た一般会計歳出予算額

企業会計の予算額

29年度の主な事業

性質別に見た一般会計歳出予算額

性質別に見た一般会計歳出予算額

企業会計の予算額

29年度の主な事業

特別会計の予算額

企業会計の予算額

■自主財源  
 42億8,431万円
　市が自ら収納、徴収できる財源

のこと

市税 26億5,151万円
　市民税、固定資産税、軽自動車

税、市たばこ税

繰入金 7億6,020万円
基金（貯金）から取り崩すお金

使用料及び手数料　
 2億9,788万円

施設の使用料や住民票の交付手
数料　等

繰越金 1億円
前年度から繰り越したお金

分担金及び負担金
 1億6,026万円

事業にかかる経費の一部を、そ
の利用者に負担いただくお金　
保育料や学校給食費　等

その他の自主財源  
 1億1,776万円

財産収入　寄附金

諸収入 1億9,670万円
上記以外の収入　利子　雑入等

■依存財源　
 130億7,569万円
　国・県の基準により定められた

額を交付されたり、割り当てら
れたりする財源のこと

地方交付税  78億8,000万円
所得税等、国税の一部から地域
にかかわらず、一定の行政サー
ビスを提供できるよう国から配
分されるお金

国庫支出金・県支出金　
 29億4,126万円

市が行う特定の事業に対し国や
県が交付するお金

市債 14億円
事業等を行うために資金を外部
から借りるお金

地方消費税交付金
 4億8,685万円

消費税8％のうち地方消費税
1.7％分の1/2が交付されるお金

地方譲与税 1億5,978万円
自動車重量税等を原資に、市道
の延長・面積に応じて譲与され
るお金

その他 2億780万円
ゴルフ場利用税交付金　自動車
取得税交付金　等

◆宇陀市立病院事業特別会計◆　

　患者さんに信頼される安全で質の高い医療とサー
ビス向上に努めます。　
■収益的収支
　【収入】　35 億 9,793 万円

　年間入院患者数を 50,005 人・外来患者数を
　98,820 人と見込んでいます。

　【支出】　37 億 2,953 万円
　給与費・材料費・経費等

■資本的収支
　【収入】　4 億 3,200 万円　企業債・出資金
　【支出】　7 億 4,309 万円　電子カルテ・機器購入・
　　　　　　　　　　　　　　企業債の償還

◆介護老人保健施設事業特別会計◆　

　介護サービスの向上と経営改善を進め、皆さん
から信頼される施設として努めていきます。
■収益的収支
　【収入】　5 億 4,000 万円

　年間の入所者数（短期入所を含む）35,464 人、
　通所者数 4,575 人と見込んでいます。

　【支出】　5 億 4,000 万円
　給与費・材料費・経費・減価償却費等

■資本的収支
　【収入】　0 円　
　【支出】　6,700 万円　企業債の償還等

◆水道事業特別会計◆　

　事業運営において、できる限り経費の節減を図り、
安全、安心な水を供給できるように効率的な経営に
努めます。　
■収益的収支
　【収入】　11 億 6,650 万円

　給水戸数 10,830 戸、年間総給水量 2,940 千㎥と見込ん
でいます。

　【支出】　11 億 6,650 万円
　維持管理経費・県水受水費・動力費等

■資本的収支
　【収入】　2 億 8,345 万円 国庫補助金 企業債等
　【支出】　5 億 1,171 万円 施設整備費 企業債償還金等 

◆保養センター事業特別会計◆　

　美榛苑は平成 22 年 10 月 1 日より指定管理者に
よる運営に移行しており、営業に関する収支予算は
ありません。財政健全化法に基づき作成した美榛苑
健全化計画に沿って、一般会計からの繰入金 1 億
4,700 万円と指定管理者からの納付金 2,160 万円を
一時借入金の償還に充てています。
■収益的収支
　【収入】　1 億 7,079 万円　指定管理者納付金等
　【支出】　1 億 7,079 万円　減価償却費用等

■資本的収支
　【収入】　559 万円　一般会計出資金
　【支出】　559 万円　建設改良費等

※各企業会計において、収入に対する不足がある場合
は内部留保資金で補い、収支バランスを図ります。
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教
育
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

■
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

　

市
長
お
よ
び
市
議
会
議
員
の
選
挙

に
関
す
る
事
務
を
管
理
す
る
ほ
か
、

国
政
選
挙
を
含
む
全
て
の
選
挙
に
つ

い
て
選
挙
人
名
簿
の
作
成
管
理
を
行

い
、
投
開
票
を
行
い
ま
す
。

（
選
挙
管
理
委
員
会
補
充
員
）

　
稲
本 

喜
典
　
内
田
千
鶴
子

　
鈴
木 

善
信
　
西
山 

三
代

■
教
育
委
員
会
委
員

　
「
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営

に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
設
置
さ

れ
る
教
育
委
員
会
の
構
成
員
で
す
。

　

教
育
委
員
会
で
は
基
本
方
針
を
決

定
し
、
そ
れ
を
教
育
長
が
事
務
局
を

指
揮
監
督
し
て
執
行
し
ま
す
。

■
監
査
委
員

　

地
方
自
治
法
に
基
づ
き
、
市
の
行

財
政
が
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
、

能
率
的
に
行
わ
れ
て
い
る
か
を
監
査

し
ま
す
。

■
公
平
委
員
会
委
員

　

地
方
自
治
法
・
地
方
公
務
員
法
に

基
づ
き
、
職
員
の
勤
務
条
件
に
関
す

る
措
置
の
要
求
や
不
利
益
処
分
等
を

審
査
し
、必
要
な
措
置
を
講
じ
ま
す
。

■
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

　

地
方
税
法
に
基
づ
き
、
固
定
資
産
課

税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
価
格
に
関
す

る
不
服
申
出
を
審
査
し
、決
定
し
ま
す
。

■
介
護
相
談
員

　

市
か
ら
の
委
嘱
に
基
づ
き
、
市
内

の
介
護
施
設
利
用
者
や
家
族
の
相
談

を
聞
き
、
助
言
や
事
業
所
に
提
案
を

す
る
な
ど
の
調
整
を
行
い
ま
す
。

栗野　肇大東　美智子　辻本　勝次  堀内　繁蔵

【固定資産評価審査委員会委員】

市
民
と
行
政
と
を
繋
ぐ
役
目
を
担
っ
て
い
た
だ
く

　

行
政
委
員
等
の
方
々
を
紹
介
し
ま
す

　

４
月
１
日
付
け
で
改
め
ま
し
て
宇

陀
市
教
育
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た

福
田
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
３
年
間
で
、「
新
統

合
室
生
小
学
校
の
開
校
」、「
宇
陀
市

教
育
大
綱
の
策
定
」、「
総
合
教
育
会

議
の
開
催
」、「
菟
田
野
中
学
校
・
榛

原
中
学
校
の
大
規
模
改
修
」
な
ど
の

取
組
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
給
食
で
の
地

場
産
物
活
用
に
よ
る
「
給
食
甲
子
園

準
優
勝
」、
社
会
教
育
の
分
野
で
は
、

読
書
活
動
優
秀
実
践
図
書
館
と
し
て

「
宇
陀
市
立
中
央
図
書
館
の
文
部
科

学
大
臣
賞
受
賞
」
と
皆
様
方
の
ご
支

援
の
お
か
げ
で
ま
い
た
種
が
少
し
ず

つ
芽
を
だ
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

私
は
、
次
代
を
担
う
宝
物
で
あ
る

本
市
の
子
ど
も
た
ち
に
身
に
つ
け
て

欲
し
い
力
は
「
自
分
で
自
分
を
高
め

る
力
」
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
力

は
、子
ど
も
た
ち
の
学
校
生
活
で
「
わ

か
っ
た
。」
か
ら
「
お
も
し
ろ
い
。」

さ
ら
に
「
や
っ
て
み
よ
う
。」
と
つ

な
が
る
「
学
ぶ
意
欲
」
を
高
め
る
こ

と
が
「
鍵
」
だ
と
考
え
ま
す
。
そ
の

「
鍵
」
で
は
他
人
と
過
去
は
変
え
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、「
自
分
と

未
来
」
は
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
と

思
い
ま
す
。
つ
ま
り
子
ど
も
た
ち
自

身
の
手
の
ひ
ら
に
自
身
の
未
来
が
あ

る
の
で
す
。

宇陀市教育長
福田 裕光

　

魔
法
の
「
鍵
」
と
な
る
そ
の
『
意

欲
の
喚
起
』
と
い
う
教
育
課
題
の

克
服
に
向
け
て
我
々
は
何
を
な
す

べ
き
な
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、

ア
メ
リ
カ
の
大
統
領
ジ
ョ
ン
・
Ｆ
・

ケ
ネ
デ
ィ
の
言
葉
が
ヒ
ン
ト
を
与

え
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。「
国
が

あ
な
た
の
た
め
に
、
何
を
し
て
く

れ
た
の
か
を
問
う
の
で
は
な
く
、

あ
な
た
が
国
の
た
め
に
何
を
な
す

こ
と
が
で
き
る
の
か
を
問
う
て
欲

し
い
。」
こ
の
言
葉
を
自
ら
に
問
い

か
け
な
が
ら
、
事
務
局
一
丸
と
な
っ

て
、
こ
の
課
題
克
服
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

家
庭
と
い
う
「
心
の
庭
」
と
社
会

教
育
・
学
校
教
育
と
い
う
「
学
び

の
庭
」
で
培
っ
た
経
験
を
養
分
に

変
え
な
が
ら
、
宇
陀
市
の
子
ど
も

た
ち
の
未
来
の
花
が
美
し
く
咲
き

誇
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

今
後
、
市
民
の
皆
様
方
の
さ
ら
な

る
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し

あ
げ
な
が
ら
、
簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
教
育
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

神明　悦子森井　一成 前野　博

【選挙管理委員会委員】

髙尾　晃

籠谷　順司岡本　憲明 松井　利文

【教育委員会委員】 【監査委員】【公平委員会委員】

峯畑　忠郎

中山　富美子奥垣　悦子 小笹　富士子 松井　政子

藤本　彩子田中　富美子北森　玲子 森野　信子

【介護相談員】
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問 危機管理課（☎ 82・1304/IP ☎ 88・9070）

5.27 宇陀市防災訓練
大雨・長雨・土砂災害、生命を守るのはあなた！

　昨年 10 月、台風第 21 号の襲来により近年稀にみる土砂災害等が多数発
生し、甚大な被害を受けました。幸いにして人的被害はありませんでしたが、
将来再び災害が発生することを示唆し更なる大災害を連想させます。この台
風 21 号の襲来前から、本降りの雨が降り続いていました。10 月 21 日と
22 日の総降水量は大宇陀で約 275㎜、ピーク時の 1 時間降水量は 25㎜程
度の「強い雨（気象庁の予報用語　体感ではどしゃ降り）」でした。
　もし、1 時間雨量が 25㎜ではなく 30㎜以上の激しい雨だったら・・・被
害はもっと大きかったことになります。この台風で、奈良県や宇陀市は大雨
に対し脆弱であることが明らかにされました。

5.27 宇陀市防災訓練では、梅雨時期の風水害の発生を想定し「災害対策本部の
設置」、「市民への情報伝達」、「避難所の開設」などの訓練を実施します。防災
行政無線、安全・安心メールやうだチャン 11 を活用して、訓練用情報を配信し
ますので、あなたやお住まいの地域で訓練に参加しましょう。

『訓練開始にあたって』
7：30
　テスト気象情報の発表
　「大雨警報（土砂災害・浸水害）」

　　①安全・安心メール
　　②うだチャン 11

　※自主避難の目安です

『避難訓練の開始合図１』
8：30
　「避難準備・高齢者等避難開始」
　　　　　　　　　　の発令

 ①防災行政無線（チャイムと放送）
 ②安全・安心メール
 ③うだチャン 11
 ④消防団広報車

『避難訓練の開始合図２』
9：30
　「避難勧告」の発令

 ①防災行政無線（サイレンと放送）
 ②安全・安心メール
 ③うだチャン 11
 ④消防団広報車

➡ ➡

危機管理課　西田（新規採用職員）

当日の日程

あなたも防災訓練に参加しよう

問
淀
川
ダ
ム
統
合
管
理
事
務
所

（
☎
０
７
２・
８
５
６・
３
１
３
１
）

緊急速報メールが届いたら、
雨の降り方や宇陀川の今の
水位をＨＰで確認！
次の行動に備えよう！

　

国
土
交
通
省
で
は
、
住
民
の
皆
さ

ん
の
自
主
的
な
避
難
に
役
立
て
る
た

め
、
携
帯
電
話
な
ど
へ
の
緊
急
速
報

メ
ー
ル
を
活
用
し
た
洪
水
情
報
の
配

信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
配
信
エ
リ
ア
】
宇
陀
市
全
域

【
配
信
す
る
情
報
】
国
が
管
理
す
る

宇
陀
川
（
室
生
地
域
内
）
に
お
い

て
河
川
氾
濫
の
お
そ
れ
、
ま
た
河

川
氾
濫
が
発
生
し
た
情
報

洪
水
情
報
を

　
緊
急
速
報
メ
ー
ル
で
配
信

※
緊
急
速
報
メ
ー
ル
と
は
、
特
定
エ

リ
ア
内
に
あ
る
携
帯
電
話
な
ど
に
緊

急
情
報
を
一
斉
配
信
し
、
専
用
着
信

音
と
自
動
表
示
で
告
知
す
る
サ
ー
ビ

ス
の
こ
と
で
す

川の防災情報ＨＰ

危機管理課　松本

問
危
機
管
理
課

（
☎
82
・
１
３
０
４
／
IP
☎
88
・
９
０
７
0
）

安全・安心メール

　　  防災・減災の大原則
　それは
①危険を知る　②情報を得る
③危険を判断する　④避難する

　　　日頃から心がけて！
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 問産業企画課 （☎ 82・5874 ／ IP ☎ 88・9075）

 

ネ
ク
ス
ト
コ
モ
ン
ズ
ラ
ボ
（
Ｎ
Ｃ
Ｌ
）
奥
大
和 

 

宇
陀
市
仕
事
づ
く
り
推
進
隊

　
　

 

新
メ
ン
バ
ー
が
就
任
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
問
企
画
課
（
☎
82
・
１
３
６
２
／
IP
☎
88
・
９
０
７
４
）

　　 ▲栢森康晴　さん

【プロジェクト】オーガニック
ベビーフードの開発、製造、販売

　

仕
事
づ
く
り
推
進
隊
に
新
た
な

メ
ン
バ
ー
が
加
わ
り
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｃ
Ｌ
で
は
、
今
後
も
メ
ン

バ
ー
を
募
集
し
な
が
ら
魅
力
あ
る

ロ
ー
カ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
に
努

め
ま
す
。

　

市
内
で
の
生
業
づ
く
り
・
移
住

定
住
に
繋
が
る
よ
う
こ
れ
か
ら
も

積
極
的
に
事
業
展
開
し
ま
す
の
で

応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

宇陀の薬草産業の活性化のため
市内での薬草料理メニュー開発を支援します

■宇陀市薬草料理メニュー
　 開発支援事業補助金の申請を募集
　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　市内の飲食店などが新たな薬草料理メニューを提供するこ
とを目的に開発するための経費の一部を補助します。

【対象】
○市内で飲食店などの営業を行っている個人また法人で

あって、飲食店営業許可を受けているもの
〇市税などの滞納がないこと　　　　　　など

【交付額】定額（10/10）（上限額 20 万円）
　　　　　※予算額に達し次第終了

【補助対象経費】試作材料費、旅費、食糧費、謝金、試食品代金、  
　ＰＲ資材作成費等　※旅費については３万円が上限

　また、10 月に開催された「宇陀市薬草文化祭・う
だ産フェスタ」でも薬草関連ブースが多く出展され、
近年、大和当帰をはじめとする薬草や薬膳、薬草のま
ちづくりへの関心が高まっています。

 

宇
陀
松
山
重
伝
建
地
区
の
一
部
で 

 

Ｕ
Ｄ
A Free W

i-Fi

が

　
　
　
　
　
　
運
用
開
始
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
問
商
工
観
光
課
（
☎
82
・
２
４
５
７
／
IP
☎
88
・
９
０
８
１
）

随時募集

▲大和当帰弁当・御膳（件 -Kudan・大宇陀）
重伝建の町並みの中、この看板が注目を集めます。

　

こ
の
事
業
は
、
奈
良
県
中
南
和
地
域

の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
中
心
と
し
た
観
光

拠
点
整
備
と
し
て
、W

i-Fi

整
備
を
行
う

も
の
で
す
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
来
訪
者
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
防
災
情
報
や

観
光
情
報
を
得
る
ほ
か
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を

通
し
て
、
松
山
地
区
を
は
じ
め
宇
陀
市

の
様
々
な
魅
力
や
情
報
を
世
界
に
拡
散

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

今
後
の
観
光
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

この Wi-Fi は、来訪者が一定
時間無料で利用できます。利
用には、メールや SNS での認
証が必要です。

例えば、こんなメニューが誕生♪

▲薬草バーガー・当帰ジュレ（今阪屋・大宇陀）
第 32 回国民文化祭の薬草料理コンテストで最優
秀賞を受賞。

制度初年度の昨年は、5 件の応募
　　　　　10 品のメニューが誕生♪
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５
年
ほ
ど
前
か
ら
、
地
域
に
縁

の
あ
る
歴
史
絵
本
を
創
作
し
、

自
費
出
版
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

夫
と
と
も
に
こ
の
蓮
昇
寺
に
移
り

住
ん
で
約
40
年
。
福
岡
出
身
の
私
で

す
が
、
こ
こ
に
来
て
地
域
に
根
付
く

歴
史
の
深
さ
に
と
て
も
感
銘
を
受
け

ま
し
た
。

　

蓮
昇
寺
は
北
畠
親
房
の
縁
の
地
で

あ
り
、
そ
の
歴
史
を
継
承
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
、
夫
は
住
職
を
す
る

傍
ら
、
こ
の
寺
で
古
文
書
や
歴
史
を

学
ぶ
会
を
催
し
て
い
ま
し
た
。
残
念

な
が
ら
夫
は
約
10
年
前
に
亡
く
な
っ

た
の
で
す
が
、
そ
の
意
志
を
受
け
継

い
で
会
で
研
究
し
た
資
料
を
ま
と
め

た
の
が
私
の
活
動
の
始
ま
り
で
す
。

も
と
も
と
美
術
が
好
き
で
商
業

デ
ザ
イ
ン
の
仕
事
を
し
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
を
契
機
に
歴

史
書
籍
の
絵
を
描
か
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
活
動
の

中
で
約
8
年
前
、
宇
陀
に
縁
の
あ
る

中
将
姫
の
史
実
を
わ
か
り
や
す
く
描

き
た
い
と
作
っ
た
の
が 

第
1
号
の

絵
本
「
中
将
姫
」
で
し
た
。

絵
本
と
い
う
に
は
、
難
し
い
内
容

で
す
が
、
私
は
「
物
語
」
と
い

う
よ
り
は
、史
実
に
基
づ
い
た「
語
り
」

で
あ
り
た
い
と
描
い
て
い
ま
す
。

　

イ
メ
ー
ジ
の
挿
絵
で
あ
っ
た
り
、

時
に
は
模
写
し
た
肖
像
画
な
ど
を
載

せ
る
こ
と
で
、
歴
史
書
で
は
な
く
、

気
軽
に
地
域
の
歴
史
を
知
る
き
っ
か

け
に
な
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
本
を
入
口

に
少
し
で
も
歴
史
に
興
味
を
持
っ
て

も
ら
え
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
は
２
作
目
と
な
る
「
高
山
右

近
」
を
出
版
し
、
現
在
３
作

目
を
構
想
中
。
地
元
の
方
に
、
日
常

の
生
活
の
中
で
地
元
の
歴
史
を
知
っ

て
も
ら
い
た
い
し
、
歴
史
に
恵
ま
れ

た
宇
陀
を
好
き
に
な
っ
て
も
ら
い
た

い
、
歴
史
を
通
し
て
多
く
の
方
に
来

訪
し
て
い
た
だ
き
た
い
、
そ
ん
な
想

い
で
作
っ
て
い
ま
す
。

私
も
歴
史
が
好
き
で
勉
強
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
し
、
こ
の
活

動
が
き
っ
か
け
で
多
く
の
方
と
出
会

え
ま
し
た
。
こ
の
地
に
は
縁
の
あ
る

歴
史
上
の
人
物
が
た
く
さ
ん
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
ん
な
人
を
描

い
て
い
き
た
い
で
す
。

念
ず
れ
ば
花
開
く

　
　
～
想
い
を
込
め
れ
ば
、
き
っ
と
叶
う
～

　
　
　
　
　
　
歴
史
絵
本
創
作
　
関
と
も
え
　
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
榛
原
池
上
）

自費出版した歴史絵本
「中将姫」「高山右近」

問
ま
ち
づ
く
り
支
援
課
（
☎
82
・
３
９
１
０
／
IP
☎
88
・
９
０
９
４
）

宝
く
じ
助
成
金
で
地
域
を
活
性
化
!!

　

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
で
は
、
宝
く
じ
の
社
会

貢
献
広
報
事
業（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
）
と
し
て
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要
な
備
品
や

集
会
施
設
の
整
備
な
ど
に
対
し

て
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
、
市
か
ら
は
次

の
２
団
体
が
助
成
を
受
け
、
地

域
活
動
に
必
要
な
物
品
を
購
入

し
ま
し
た
。

まち協活動の活性化のための備
品整備として、自走式草刈機、
草刈機、テント、物置等を購入。

■大王地区まち協

自治会活動の活性化のための備
品整備として、集会所に設置す
る TV、BR プレーヤー、ダイニ
ングテーブル・椅子、アルミ椅
子、座椅子、エアコン、コピー機、
掃除機、物置等を購入。

■別所自治会

オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
レ
ー
ム
切
手　
第
２
弾

　
「
宇
陀
の
花
だ
よ
り
」
発
売

　

日
本
郵
便
株
式
会
社
に
よ
る

宇
陀
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
レ
ー
ム

切
手
セ
ッ
ト
の
第
２
弾
「
宇
陀

の
花
だ
よ
り
」
が
県
内
の
郵
便

局
、
同
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
発

売
さ
れ
ま
し
た
。

　

82
円
切
手
10
枚
入
り
の
切
手

シ
ー
ト
に
は
、
宇
陀
市
を
代
表

す
る
美
し
い
花
々
の
風
景
が
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
商
工
観
光
課
（
☎
82
・
２
４
５
７
／
IP
☎
88
・
９
０
８
１
）

　

前
回
の
「
か
ぎ
ろ
ひ
の
里
」

に
続
き
、
宇
陀
市
の
イ
イ
ト
コ

ロ
を
Ｐ
Ｒ
に
繋
が
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

切手シート贈呈式の様子
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